
業
務
作
戦
書
は
政
策

の
達
成
目
標
を
定
量
化

し
達
成
度
を
評
価
で
き
る
よ
う

な
計
画
で
す
。

今
後
何
を
主
題
に
取

り
組
む
の
か
、
今
後
の

財
政
運
営
は民

間
活
力
を
最
大
限

活
用
し
、
委
託
で
き
る

業
務
は
民
間
委
託
し
て
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

行
政
組
織
の
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
。
専

門
部
署
の
設
置
は

行
政
組
織
の
見
直
し

に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
政
策
財
源
な
ど
の
立

案
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
ど
、
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る

一
つ
の
組
織
が
必
要
で
す
。

おまえざき　市議会だより 第29号　　2011年7.8.9.10月
5

防
災
問
題
を
考
案
し
て
の

海
岸
保
全
に
つ
い
て

大 澤 博 克

尾
高
、
原
前
川

河
口
付
近
お
よ
び

海
岸
東
側
の
管
理
道
の
終

点
部
の
土
砂
崩
落
を
市
は

ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か

原
前
川
河
口
西

側
の「
じ
ゃ
か
ご
」

が
壊
れ
た
部
分
を
含
む
土

砂
の
崩
落
場
所
と
、
尾
高

海
岸
東
側
の
管
理
道
の
終

点
部
分
で
堤
防
の
東
側
が

す
り
抜
け
て
い
る
箇
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

県
が
復
旧
工
事
の
設
計
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
市
は

す
で
に
要
望
書
を
提
出

し
、
早
期
復
旧
工
事
と
高

潮
、
高
波
対
策
と
し
て
の

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を

お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

��
��

��
��

財
政
運
営
に
つ
い
て

中
長
期
の
歳
入
見
込
み

来
年
度
予
算
編
成

阿 南 澄 男

平
成
２２
年
度
決
算
に

対
す
る
５
年
後
・
１０
年

後
の
歳
入
予
算
額
は
ど
の
程
度

か

現
時
点
で
の
今
後
の

歳
入
見
込
み
額
は
、
平

成
２４
年
度
は
１
５
０
億
円
台
、

平
成
２５
年
以
降
は
常
備
消
防
の

受
託
料
が
な
く
な
る
こ
と
、
交

付
金
の
減
額
に
加
え
市
税
も
減

収
と
な
り
、
５
年
後
、
１０
年
後

と
も
に
１
３
０
億
円
か
ら
１
４

０
億
円
台
程
度
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
大
幅
な
収
入
減
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
予
想
額
に
対
す

る
不
足
額
は
５
年
後
、
１０
年
後

と
も
に
１０
億
円
以
上
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
の

不
足
額
は
基
金
か
ら
の
繰
入

金
、
起
債
で
補
て
ん
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

発
電
所
全
面
停
止
の

影
響
と
予
算
編
成
の
基

本
方
針
は

歳
入
面
に
つ
き
ま
し

て
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
雇
用
の
確
保
や
地

域
経
済
が
活
性
化
で
き
る
企
業

誘
致
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
職
員
一
人

ひ
と
り
が
意
識
改
革
を
し
、
行

財
政
改
革
を
徹
底
し
て
推
進
し

ま
す
。
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
つ
い
て
は
再
度
見
直
し
の

検
討
を
し
、
経
常
的
な
経
費
も

効
果
を
判
断
し
な
が
ら
事
業
の

選
択
を
し
て
い
き
ま
す
。

��
��

��
��

��
��

��
��

節
電
に
つ
い
て

汚
染
検
査
・
風
評
被
害
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て

曽 根 正 浩

ま
す
。

学
校
給
食
の
汚
染
検

査
は
考
え
て
い
る
か

市
独
自
で
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
食
材

に
つ
い
て
は
残
留
農
薬
や
各
種

細
菌
検
査
な
ど
の
食
品
検
査
記

録
の
提
出
を
求
め
、
子
ど
も
達

の
食
の
安
全
に
つ
い
て
十
分
配

慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

節
電
を
兼
ね
震
災
時

の
蛍
光
灯
に
よ
る
ケ
ガ

防
止
の
た
め
保
育
園
、幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
照
明
を
割
れ
に
く

い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
は
考
え

ら
れ
な
い
か具

体
的
な
導
入
計
画

は
有
り
ま
せ
ん
が
、
情

報
収
集
を
図
り
、
技
術
革
新
、

価
格
動
向
に
注
視
し
導
入
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

��
��

��
��

��
��

��
��

行
財
政
改
革
へ
の

取
り
組
み
成
果
に
つ
い
て

西 島 昌 和

行
政
改
革
大
綱
見
直

し
は策

定
後
５
年
が
経
過

し
厳
し
い
行
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
行
の

大
綱
を
ベ
ー
ス
に
見
直
し
ま
す
。

行
財
政
運
営
改
革
方

針
と
大
綱
と
の
位
置
づ

け
は

行
財
政
運
営
方
針
お

よ
び
行
財
政
改
革
方
針

は
大
綱
の
行
動
計
画
の
推
進
指

標
と
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
特
別
委

員
会
よ
り
の
提
言
内
容

の
活
用
は

現
行
の
大
綱
と
差
異

は
な
い
と
し
た
が
、
時

代
に
即
し
た
大
綱
と
し
て
い
く

考
え
で
す
。行

財
政
改
革
は
総
体

的
に
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
か

人
件
費
は
平
成
１６
年

度
よ
り
の
累
計
で
約
２１

億
７
０
０
０
万
円
、
物
件
費
は

２７
億
７
０
０
０
万
円
削
減
と
な

り
ま
し
た
。行

政
評
価
導
入
の
進

捗
は

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

御
前
崎
茶
、
夢
咲
牛

の
汚
染
検
査
、
風
評
被

害
対
策
は
考
え
て
い
る
か

お
茶
は
茶
業
振
興
協

議
会
を
通
し
、
現
在
ま

で
に
２５
件
の
補
助
を
実
施
し
ま

し
た
。
他
の
農
畜
水
産
物
に
つ

い
て
も
今
後
補
助
出
来
る
よ
う

予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設

の
計
画
が
あ
っ
た
が
現

在
の
考
え
はケ

ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
事
業

の
費
用
対
効
果
や
住
民

の
利
用
状
況
も
十
分
把
握
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ケ
ー

ブ
ル
Ｔ
Ｖ
施
設
の
維
持
修
繕
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

早
急
に
屋
外
の
燃
料
タ
ン
ク
及
び
配
管
の
補

強
を
す
る
こ
と
。

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
で
あ
る

軽
油
タ
ン
ク
及
び
配
管
は
、
当
初
か
ら
十
分

な
耐
震
性
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
自
主
的

に
耐
震
裕
度
向
上
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
目
標
地
震
動
（
約
１
、０
０
０
ガ
ル
）

に
対
す
る
耐
震
性
を
確
保
し
て
い
る
。

防
波
壁
の
設
置
を
早
急
に
行
い
安
全
性
を
確

保
す
る
こ
と
。

・
発
電
所
敷
地
海
側
に
設
置
す
る
防
波
壁
に
つ

い
て
は
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
前
面
の
砂
丘

堤
防
高
さ
に
、
福
島
原
子
力
発
電
所
で
の
津

波
遡
上
高
も
考
慮
し
、
東
京
湾
平
均
海
面
プ

ラ
ス
１８
ｍ
と
し
た
。

外
部
電
源
用
の
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
の
予
備
を
高

台
に
設
置
し
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
全
交
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
備
え
、
非

常
用
炉
心
冷
却
系
等
の
必
要
な
機
器
へ
の
電

源
を
確
保
す
る
た
め
、
非
常
用
交
流
電
源
装

置
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
を
高
台
に
設

置
す
る
。

被
災
時
に
損
傷
し
た
海
水
ポ
ン
プ
等
の
交
換

は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
予
備
系
統
を

設
置
し
常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
安

全
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
海
水
ポ
ン
プ
が
浸
水
に
よ
り
機
能
喪
失
し
た

場
合
に
備
え
、防
水
構
造
の
建
屋
を
建
設
し
、

そ
の
中
に
新
た
に
設
置
す
る
緊
急
時
海
水
取

水
設
備
に
よ
り
、
海
水
の
取
水
機
能
を
確
保

す
る
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
日
本
一
、
世
界
一

危
険
と
い
わ
れ
て
２
年
間
止
め
る
わ
け
で
、

そ
の
間
に
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
全

て
の
機
器
に
対
す
る
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実

施
し
、
日
本
一
安
全
な
原
子
力
発
電
所
と
し

て
欲
し
い
。

・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え

た
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
緊
急
安
全
対
策
の
短
期
対
策
は
、
適
切
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、深
刻
な
事
態
に
至
ら
ず
、

冷
温
停
止
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
防
潮
堤
整
備
な
ど
の
中
長
期
対
策
に
つ
い
て

は
、
２
、３
年
で
完
了
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

・
耐
震
安
全
対
策
は
適
切
に
講
じ
ら
れ
、
法
令

上
の
安
全
基
準
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。

・
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
保
全
活
動
は
、
届
け

ら
れ
た
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
定
期
検
査
等
に
お
い
て
確
認
し
て
い
ま

す
。

・
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
さ
ら
な
る
安

全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
欧
州
諸
国
で
導

入
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
参
考
に
、
新

た
な
手
続
き
と
ル
ー
ル
に
基
づ
く
安
全
評
価

を
実
施
す
る
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
原
因
調
査

が
済
ん
だ
ら
、
調
査
結
果
の
説
明
に
来
て
欲

し
い
。

・「
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
」
に
よ
る
事
故

原
因
の
徹
底
的
な
検
証
が
行
わ
れ
た
際
に
、

御
前
崎
市
を
含
め
、
立
地
自
治
体
や
国
民
に

丁
寧
に
説
明
す
る
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
地
震
・
津
波
対
策
に
対
す
る
要
望
・
要
請
・
申
し
入
れ
に
対
し
、
７
月
２２

日
に
原
子
力
安
全
・
保
安
院
及
び
中
部
電
力
㈱
よ
り
回
答
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
部
電
力
の
回
答
（
要
旨
）

国
の
回
答
（
要
旨
）


